
はし萄高鳥
寸言′、Ii－　　　　′－

造本

r持久鳥の自然と雛守る会。ヒ積っ胞二番派閥歓緋縫いIi、型トラッ7

に禿っで6年荷のある釦はしぐっウキuaシマ（瑚1て子に。
r実弟静）獅対ん－複線畠色石姦鉾知、ち守る潟こ反対こ立ち上がりましょう。夏

に斗う南（こ関西サら／＼ンプキトミヒ手心見て手きしに。」

マイ1Z尊び剃十ろ月也トラ・レクの回ソiこ、捷玖島地主のじし直ん（散人置場蔓

ってきて牙を琢i）、宏規で教／碇。
“トミヒデ！《ぐ針孔ZぎZく帆走。析）しみ姉ろ乞。

この時的諮約7痴人IC餌ら布Z立今月鷺に上が両ないZL仔、平均鍋紬

か久もの反対剰経ち上がった。撞ッレはあ碓努めだろうー歎脈湿主たちの

殖こリスト新字っていうとい秀絶きいで、じい拙細さt透けイ有産。
〝この斗日に舘フ杏で、後却こわし青磁窮んI，

つ休み＼のこ叩挽きちゃんを尼ケ痢こ残して紺二品シフに握ってきたほしぐっうん

の、一擢科医した斗し、イ幡詔。　　　こも
小さん（萩友愛の勧唾顧傭劫＼う、危旗へ仰細ごみした離船ら老生さする教）

諮鵠黙諾紫瀦雑器霧翳窯
の錯雑にして外川だこ人．承僧．た引入＼引締うん。こいつさえあら励精んじか久在

も¢サゝ弓ユー織。の巾斗ヾシ乞孤高小＿た奇の丘。あ＼加予乙鰯各っぶたっに

盈いて、白と没の埴く久′務解く調布ZL系イた．久志の争邑占めろ稜採地史に支宥
く勤悌l担ぐィちゃんの鴎老嬢　s思うして菟湊糎肋牝的いがはカナた。区盟ふ

2人にしよう－イヤこう例）机、珠くったってい、＼、帝物彩称イコットだ、條険金奇勃7

ん一と反対衆の舟尻か幽乳二筋客での一年蘭到、勾縮鯵は毛細こもめたo久毒の
IL中教槻こ遜／う誘致貌グ漸実だ宅に男へ乞かっ相ナ功で来者舌ある。種山なあん訓て思

いので枚艮ニ”ナン乍lレコト信じ申し入れ止粧せ宅。＞批1胤てかうう予告栃村
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移、、誘致裾線像にヌ神祖／て反公掌諦観狗）ははしぐっぢゃんだ言に。
レ奮う打）繊弱遜醇栗のこの桁露盤二教えス釧翻し占う虹、つ屈がからすギI）ギ′）

のギ中二し余しぐ「ちゃんがrLゃ一風、、ワシがやる」と釣手省けこのど。勢旅の教拗

鰭沌略、イ据ラ巳、面拝承角のやっ今切半分の宅鯵に寛げ、大下ワ子で衛広なつ

くリネフタイを貿っZをル詑山東シシドイ∴幼弱の紙旧この＿長のだったo

槌李久畠中lL倭脊澗援撮みこった報謝よ尼ヶ圃こいて芝帆影坂入i）するつもりもほか

っ†諸がシマのゴうゴ＼タも、分妨植牛久庭石姦企業傾蕗低浸いて黙ってし1ウれはく

依った・審理繭口軌山工場へ見撃ic行って勅）一遍のあ各月づ栗色す、、公宅の松野

宅知で小耳勉致し座薬7）実態を知仙模］教程コiIヤタイへンダ！と在宅辛ではすまなく

保ったが、とめ3人より「ここ（関西）にLqいくウやって毛穴の透水をZサよ。諮種乳

勃二帰ってやら周密タメ七万㌔」と言わ呼もぢおえの情熱む軌巧に曲げら恒扮五競憩

のなじ投げ＼“諌さか自在が十と思っていた学の「ささづ＼に跨卦切ったの1漣令の引

航毅っと。

“かしにI畝忍締るさと才子だいな鋤や。多侯7煩かた孫金砂カが

称つガしい毛んなあ。

ヒはしぐっちゃんは害う。

すく、ラしうに広を控えた久志iこi拭け出勘く、久志
ゝ41ウは皆目の前の貌謁か7鞍等ス畠京乙舟をこいで

残り、筆畑幼子っに。今洞戸翻萄柳こ4所、／秋に輩

に租捌纏だが、かつてはこのIiヾ碕シマにI担当の

戸もの塚がめ示達いつから驚く。い刑こしそ食一，そし仮

のか？放ちグ多くし碗ミスし諸しそ、違衆議迎
えて盈線を（拝1に。小y桶こ森高醇、マし一ミキZ〝

丞欧五していた毛の、諸塚開拓団で行っ1そ石、ううジルに行一，徒者、ナひ－Id7度帆啓子，た

秒）一一一、、！0年弛めっ働くシ々へ停ろ窄なく靴　密約御許飽き、女たちよ㍉マそら

佐投射芋を作って袴一Zに。擬笥蕗．耀）八回こされたなめこの貧∪バン
での中一Z：毛糸徒一一段と貸しか一、1三級の一斑ま、幼ザつつの飾嫁めて八重山へ

行＿仁。校舎久（動缶観牙乙で勅ゝ老後の丹っ小さんは、街路へ偉く後刺此親しを
／鱒させ：そ争う。一房紋日撥へ序誹漸増に筋のれ／↓了をの井／‾77姫神した

とし、う。芝のか掠畝の寮費と偽7物財、乞高札∠らちゃん討三っ‘対）愛ヤつ
いでいる。

I＼垂山は石垣、西表、キしそ後衛二豹外縁嬉し徽ま、￥こぞ「お宅的）．の鮭
味わう。
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「オヤジが主宰しっに闇もよかった人魚

で守と＿てけら、毎日友ぎょっにもしなめ」

オヤジが狂人JZからオフプロはううに悍1

「揃の。のつうさが昇にし撒i柏無味してそのよう巧牽1春歌老、、hJに勅

に。

朽カタでオ‘、亀子の全豹仁和＼て師米じいさん（緬で侵をを該著して知和を

塘移していろ久忍ニー何耗毛知痢古いヒッピー風情の私だ弓を動1入れてく囲みT）は一

客さとはしく1㌧「一ちゃuざ「た。

謹露語紫認諾謹綴驚
変名どのように該等Lk子ら
「品つは産でて毛／J俸ニシ盲人府屋謝ナじゃ掛目．とに万と訊兄姉ミロし本科切言上

し塙インド壬苅初老。インドの丑式のLlっ写末うちなのだ。イ〕本曇にちゃ一んと予（
＼y胸）だ」

圏
ハングッ千ヤ〉

「綾余剰」（擁㈲＼っT三のそれ，た。

彼、

依私たうにしっでほしくっ与やム七なみ

本局橋口優秀持ち悌一打＼忽撒にじって（勧ヤシ、オ77日の抄濯。ち伝

狛Cはk、．寮んの劣弱功と糾問し阜うめるe雑物）で毎加堪、し、終
端IC紹腐れ、つケースだ。悼K‘、っちゃんは（紳酔海豹へ入団、縫雑で観で
過ごし、その観弗古君）し、倒）写らず剣こくわん上索動線叱「御こ秀へ萩）込まうと

し在などあった林果たさず、久舟C級愛してぞ‾乙客年団挺2年やっ在役ギザ訊氷結

侮レ伍．屋協が塩辛性乙から一覆して貌＼出、2孝後に聞入神経へ折って米勘
小一ドマンこ†あった。

し丸太‘っちゃん弔詞三、、帰＿て未はかっだオヤジミのく人に侍ったかもし因かかっだ
「カしぼもヴ掃拓ン／しいうつず）Iみ砕あるんや。Llろいろスし塑聞あって授

立てて鑑をんん1野毛排しな．やっ蘭）新が可愛いから梯上辺一方屠った比
キ廿お園本位音読砂頑＼宅霧酌）排こち綬とし、少棺‘塘路に手段う人と

集し礼＼たこと毛細。3人臼の弥生訓てて楠の晩や、牛耳利用物やウ得俸
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の知休ない荷気（何しろ織　的約匹着　いいて笑懐着に行小樽1）に帝JL後々に短（として
いって宅のうう足少しび夙芽廿布く惰る・
「うちの痛知否アシタのせいや之－いって坊う均古布、yサ功こいうそやろんや」

合わ￥の孫の勃珠批I札之、っ孝や飯珊l掠毛メ50　が－ドマ羽古里群
続出三。

再び急須の琢諺の和訓弔って釆古手街、一琢1好ケ崎∧移っ‾彰子った。

尼ナ崎をシソ／7一ほし∠、っちゃんか尼ケ崎勅と夢工場七御。‾孫控壊六の毛の。無理

に緑理缶宴席を4飢＼†三勃十と楚載不問に停＿て（つぐ「イ劉仇稀閥二担書込ま腔だ。尼ヶ圃二束

で「寧日の矛である。芝胸碑幸だ1仁。
I年間輿暮してr麹んだ・後鰯鈎などの工場Z初冬、伺じシて出身のふ氏の工場を

十シカしそやめた負が考占うと摺幸久畠中生名橋脚通す）起きる頃嘗った。乞こいら骨董は
／亮彰摂幽しなっに．

池川こして元気痢こしてがラ日と六角観ろ種幅翻狗こ生きで＼る大粒白フジオフ

クIつの佳衣にいるというのはがもしうtl二と老っ1乙幼知ってし、る鋤お汁ん破毎「らが

の絢で酵十7浮く、布でニ人生の方向一第え乃毛固まI）、知甜ええいるとLLだ型の／＼岡

（曲＼（膚＿たかな白金が「よを毛の，扱い土用てい仁政）くやし夫を琢㌃乙いろ後は

秩序引入1人（均して細瑞を博がrT三。カ所TZ会＿た宅の臼から「ミ才、

りんごも、てきてく小ン介」で教亥と話し外すてきて、気が一江と私と風車1奥手研一

る㊥して信じち困租潅擾しこ相客信一つき訊虚していろ擢一，七・

郷シつに東に臼、新しく祐霧署械鰯郵　シその習わしな＿夕方がう碇祐乗が

春繭、習うン上したララ飽）、後しあって躯埼堵l）、者め
て「ムげ－l」受け人肌の魚、t鈍紬た。雄はKトっちゃん古じ‖さ寝藁あさ人定

紗介して老子在。
「シその人た均筋大在ロバタ2窮雛に舞える（1回ど、一旦気十八回Zく夙柄杓十人な

複印はもんで小う」

客摺－1の暗
「確願を衝多の伽奇問が個別十と、侮緻殊ラの（J7・yLL、う稽賠」

とも言っ仁。しかし蒸瞭はたく　んん　雪子　墨壷や印す‘iのイチ出題しき、はk“っちゃ

甚いつクッション擢んでいいもu瑞さんたち宮仕ユンしてく夙にのだ五三・

国璽
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“l＼レグッ4／ヤシ七年lコンしてハゝサリ千ヤシのムスメさんlこなる」

血頃そ、こそ重雄やうじCr晒）やめびつじC脇才）にく与が乏し実杯、多く有ってきた戸

郷・シマに来抑功碑年間は」っっと孔ごっちゃん（律亮。敵襲、ひが

誤送㌫詰素謡諾議繋書架票一
女伊）の孫と毛に宙7ち打てreいちやんいっそ勧塵うか十」などと虞の下毛のほしか

けで＼ろ・しこう欄二重3（ゴ京　三溝通の勧ヾ多1時、封＼しく／タンなんだなあ。

〝今でこそ十シャlTと、雇い免8台、γ五くる頃でf勅－」

今でこそヶ年yとこ亮一一閃解し一室の子に衆ろか弱鷹愛執十うつトもぞきろよう

（こ所在、という孝之あうo亀たちの来た当初でさえ、シマぞピン拙Tのトップ0クラスも

いくじいエん卸、ミ骨ミと比（）つ廿Z‖ろところや、l鞄）誘致求と透之大声で言（唸

って113ところ巧んガを負たものだ。

彿こち転々とさまよLL再び悔て来た三つから
〝50才以上のヤツラ捕鵬し乙〝し未ij，

とタン五色をって二度と帰功なつ到窃ン出たのは捗才の酔亮e芝佃ら三覆毛う

翰＼シ⊇1三嶋っ‾Z末尾の毛、分つて「衆人⊥ン宗主」批判十に人々一一今で
｛的、紗のじし、掬諸方軋－（二秒帰擦確率潟一馬接と阻／ごっちゃん（摸

っZ吃升をのぞ∴

シ了で老年国の団彰やった伍長ちぢ拘お宅の填めずウリ鷹派乞うた三南緯

（そ千ろ条件） Iニ芝っI託むさ、に捌）らす赤く弓子が、イロケはせん抄、必ず

には一騎ほ露′rl乙

乱＼シつの緒掛岳一刀両断袴的こす明治踵鵜許

の追憂宅㌫て－勲細もの一切、遊鯵＼ケンム＞

（宜yパ、ヤて／アこそう、ユーレイか類l＝兵っ正

面から函かって行っ長のだっにo微のIa年輩宅古今

（ニあいて軒並申Tンムシャタダ）、頃文の力を信じ

をっていろシくそ、と礁三種読lニ「きん敏，馳

尻と竹ンムン甲ユーレ郁決るとう原土鴫場所

r施しZ名商哲、やっ（利総1、幅．多）そ駿＿＿毛細。

聾の4葬避止でつつ名勝比奉って筋契塵めるこの応じさ、剰辞、暑気。二の

透卸すダー、、・ヒ御てタ縦軸憂搬iく亀を勘サン生却醸糊軸曜
一哉汚。
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約三ちがシマに入って来たカめの頃＿I札∠、っちゃん庶子赤互伺瑚祭主乞う」放＿ノ
て言って日に。ヒニラが抑制7日も十沖がタ一之宿縁として墜まず人間既約）

勃づとでいつい／調弦断頭じそし匿が、乞うした私たち左奥うにつけ、書見与やあ面

舵ひ輔うに也1訪うが、「もっと輯せ工（，「もっと豪を雲助日伝を工，！．「

規講勧＼に勤しと年寄りが審判1んI」”ァし；乙毛砂J三らの作間といえろんガマ」と或

姦之いろいろし両性ZLlき私たちへ0法難のIっlっ也おしく‘らちゃんよ「垣さ仁やイカ

九と包材寝叩宅ってく小名（こじピ詐7品「孝互（摘／、たたちの理想か切回とろじ

ゃない廿日」停んて在／召し：て宅うのだが宇内政子夢古いし＼ニせった・そこが衆多Uを
こえ之は1＿く、っちゃんのス千千ばとこうだlっ仁。しっ合えひ＿かえしlうん†務珍の詔麓を

十繰るの七五㌦言砂状に筆名母心ちゃし惨けど停がなが孔l重囲＼私自身うん卦」

する程雑然としてバラバラなムげ出㌫仁。ム帥）の升ん嘲これ十二めす自閉間置

死語－った細的反、っぅヤ初二「あたしにっ‾堆閲と（訊＼狂いよ。と言ったIJk

ほしく－っちゃんの方が〝ミオ脇卸に不邪めうんじゃなし、住みンガ諦＿たんし星魚＼

乱とハ頂的名始末たら百舌的敏彰抵遼i惜しで塀）甲たらに南畝のアラ五穀

合うこじ、竹筒と自偏重夢を毛裏切ってゆく着古許して女に建J）、悲しむことのぞきろは

し∠、っちゃんの宴響き、勃＼ほ晩荏ちにじって新鮮で勅敏聞＼う兄上の毛のたらた。

鮎緋三勤続者臭ている荻だ。雛約懲色ら小机IZ誰を徹せら鵬だうつ。

任しぐってやしはコミューンム坤）の’、歴史の証人、五人；Zある

1滴（aLぐっ一ちゃんし木魚たちのニとをrトロツキスト」と一言っ

たりしていた。臼輔弼としての悪口宅。芝のうち宅間諏
（）紡、と彼の方から言い古した今2（卸巾ゲ／イタIl／理想

圭卵油でキ旅くらいに折乙いろ掘和だが、そこ之者裂しな＼

しこうびミンである。

免長与幻刹＿／ぐ「ちゃんの耐瀧ムードだ．仁のはう年希の

久志初枝牛久斜）と、乞囚謂客はしくiL，ちゃん付物倭猶した

相続）粉札）が韻南衝で、布引ニrナシ夕、はしぐ．ちゃんのヒス千iI一．当年位嬢

さを討て二のま嘉だとム骨′）（コ棋王ってもらう。1私ノ苦とイライラしていた。ム坤）も

煮自助0人の桑I）幽当てのシソ4マ五メッ年々七飯秀宕包接二ん惹、倒こげ萌した小男

舟うん各訊くヒイ⊂イと旗蒸しそし、た0肥o盈家宅の毛のわ蝋と暫務狗巻く肇I出）祭

り升たい1本もので、ム耳目のI人1人にはしくi」、弓や〟勝細、つかナ古い会11をし、

放き即せ0）をもし佐川、一例こしうシマヤ動雑務囲気だった．

ほしぐ「ちゃんl掬の白旗葎鵜諸員として疑透し、ムげ1惇抱をZLl

影響謹霧怒議謡路嵩接戦
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ィて来た1人の遂嬰とはしぐっちゃんの飴摘出lを見亀廟ニ（和I小塙伍にe

ブチミンというのかをd）人につITう夙にアタ第だった（屡吸遁擢窄盟かブタミYが博吉に、

ィ仁のぞ）。徽昭選拳中［よしぐ．ちゃんのうサ二三白日二人プ票ヨミやら観1やらに三缶暗好

環辞し（毒薬微の厳郵う票ヨミでl蕃淫で醤㌍rlその筈）、ム什）の勘）粗末斌
一雅一1極少）務端麗衛くつ溺）、つお十禽l五体あって入日‾び骨）、と小伊）に芝

の人と「郵っ匂1宅。
「二のたが日本安産党訓＼ゝヶ年ト、ヒ芋を助奏補せせました・どう十滴さんようしく

祈願lL各年。じ「トこじ三六二」は新し布告ン玉I二人いて毛高く厚いと言うであるよ」

む1つい＼｛生物さl老」こ杉的ゝて口上するブタミYさん（ゴ杏－どうしても友詮を超し

華を郷た。なにを言う以ノじ机い、心しらのトミヒ字を－。芝の感彩り栢蓮五
経与（缶今芝も六川二間園こしていろ．なん乞、ほしく“らちヤんとじいざんばあさん／たダ）

極北選挙屋さんイ噸）か佑悌梯布目のかこ胸、置脇のゝステムという款撤）だ鼠

このや一席で党名坑木していくめが牢当の′湊餅ノ悔のか？こ囚まい＼さんばあさんを

絡づ廿、あく看づ安レCやっていくヤし）方のlっ分？∴二二二勧？マークだ」

紡織ギライ－じ倒ノく‘、＿ちゃんI秘たらのことを言うの仁。
「組織げキライやいっそ節潅ち（掘言う（†とな、緬酌）巾を！肋IニLZlカ＼以ノ

よ．

詔とニIJ利剣′こし「主二く吉川おる・
rr7シ1本杏だ討芝できと場人間やけど＿白布安産胞睦子日本安産党を打てくだ可1

よ。r7シ移十王は口重＼んよ」
「はしぐっちゃんま工ライよ。アヤと日の休でも勃く毛頭牽主小人上手、コし竹丘LL、と

や高二と七噴いてi人で付足告ってんだもしだ叶夙ヨ本坊鞍だつて竣貌i覚細的ろよ

臨機酌‾Z穴種鞘はゼン¢ン衛省で抑沫」
r小柄＼やを博之（瑠こならし。毛．ヒアンう碕安のことを勉愁してけち言一7てく小んと」

ニ働碍そしで彩続く。糎くま之六芋虫干魚むうはKiちゃんの声の劫、

し嵩豊務響灘課盈－．
潰す丈、「ちゃんイ溜びり偶作詑絞まのだ4芝山探して観照が吾も印し－て斉

木よう動物宅1析尊い。ロ（二（虫で胎と〝、入閣としての暫軟骨私たちのな†胆婦〉勃“ら

宅。
「日本実雇貴慮償え人の端から、「斗か萱

しにんや。自在知茎党げ嬢をつく融1たちワシ

し示やめるワ」

この老けぞ経ち調和材商のだ
「毛し幽壊帯板多久にCT滝つく稜めた
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らどうするマ」

という衷公害撥のボンの吼li＝灯し、はに‘らちや足赤手（パリ吉っ

在宅のだo
rその印ホ利舌鋒酵産党を早めて、初動教組／rま翠」

あ雄日本共産党がウγつきイナ客船問題初でめる。紡7没後移虚をって“蝦

／／／／州＼lA　　　　　　はニラいう赤かLf醇をしそる、相互薗疹

／（、－‾‾‾‾、、＼＼ 緊凝議籠
人スことを去って3、三多彩原動該者

を観とこういう動7リ去してろ・こ肌よどう

却蒔け　いうコッ年で－」と逼るつと
お嫁や〔－o r離莱福野に掛座卸重工て計る」と妥剣コ悩

むはしぐ「セラやし　し教ノくらちゃん利高教豹よああか俗’赤旗」のようだが－「赤旗。

宙伴桁北風虚、Ilのタ穆雅声を、観、一勧二窃ぶ也＼った純
の孝萄姥毛．とそっ協餓漬し抑我社碓（広縁う。

屯うんのこと倒＿ノぐらつやHdま一片の橘施二義毛机上
「オ工ライさんを夏至とム由一ソとまで、十＞ヤコ／ヤローいう気Iニなる人、芽」

微細在共産党をピラミッド型組織掠執そし博し主
げもっとも優秀応日枝を確党員一麿容顕劣下当て約八し。血豆し∠、っぅやんのことを

書いた詐ン例文鞄＿；Z徽l祐＿たもんだ。
「ボン、こういうこじは囲うなあ．電在勤刊とLCZ一二ユニ来ろIJまとって毛糸馨は

〈ノや」

停Ld、っ‾亡カブ村有雅朱宅窮掬五つ兇猛毎南i窃）う。

私たちはホン才と夕子マ工が詳ったくしっで狙うという線コ榎しっ一転却しあうが、

乞小を交互÷乙いるの応あくまで諺約時苦し綬あう。／飢えば鞄たちはほし‘っちゃんが

婦詑㌧梢叱、宅を亀、餅原キ後ろ暗に釆32着l＼スにの色てめる日曜脇綾を後欧

周って安佐取i）に御仁帰す3のど。

歓にちび「ヒソe一」て冶ううとr巾十字暴了Zあうつと考え方の塾旧さておいて、
一緒にやってLlこうとする一珍し傷物聞古しくらちゃんの度畳の六宇土だし－はっせ）

した宴勿頚所与三、っン／への情神勅だ。イ鯵にやってし、くどこうか、傍輩約回鰭入

組）の『九州影強腰弗の海のシンポジウム凸の砕上之1乱し、「ちゃんの藷が一

着錐的的　シュユ　キンングで放しつかったのは、広げ中三持切）に対す名字のものかヾ

当のjlコ諜一ズだった17＼うど。
「毛＿ヒ毛＿ヒム骨、lIの大喪字が適えて、一緒に蕗軟（継池作1てシモモもこうして
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在宅い一丁るん／躯一色夜間しそ中り例説立以ノの之ゝ妬。雇い人のかちん天ぞこう
したム廿日の占う帝人蓬をどんどん功／十八時やZい句Y存くそiよ。

ニ（）や獅若衆味ことたて諦－　ヒ境（批「”、先客は一視二庸した毛の住．た。

ワシうほ革命しようとしてLl軟＿舛一とは⊥∠”らちゃん（培う。はしご，ちゃんか「

革命」r敵jZコト八を徒ラとツワシフし乙しまう。
’輝尺でのかちんこ出よ噺から直しら十潰えてし肋んと一印ン。

贋狙けら日英毛隷白子受章しそ出潮雑婚叱いうことを＼一缶も擬古の敏＼

（乱と“っちゃん（蛾輔佐自席のものとし〆。ろの仁。

後のいう革命とは、祐産業のし、う韓と伺しく日掛之ある。
経ちの聯症種の摺所の「敏」だし－未来のす′ヾ一Zを鰭十科目と試み酌）宙＼

な関越末〝⊂・ソピー」「巾中書孫」ト幽季夏産党員．t班ここた鴫0立はなくで、

沈‖沈I）の人間に鞠種麹。訓謝、拐介赤互を椴軸推し掬うかどぅ年

如来抑＼拐庇し比二光銅→一利畜産とい取出二、私痩躯す狂み
互璃浮木砕祥諦観二重ってしぼ「ヒッピー」と「日夏類」0自制∴Z二の衣の

曜・私たちl付人がイヤイ栂を甜ンI†ラ布く「ちゃダメな嬰索我利こ、し面識施
呑め碇握いなもの脚）だ。たかか「麗線」0岨）そそフト争いす調コ訓カ、租り

閤

勧二lLぐっち埴£斬婁産牌の譲理疑って嫌を括施してLlSL、私たちはスは

反らちゃんのい肋飴r瑳建主義」的理経をそって壊魂経している、小うとこう
‾拭引く「否ん趨）やI）方では大多数の人醜女ZzL＝侶嬉しよ」トほしぐっちゃら

は南壊し棲取分うつ」と郁「甘い大老かみと尽日め．てLl詔。

げし題目ZLl誘樵髄は卑しだ凧凧桝らし之翻やる！？執薫せった小て

怪し机lち仇敵叫だ。
“甘ンジーを抑粗は。l効解だちのよう（ここd淘もて、非勧2俗、拘て

Llイ汲旗七つし、てこんよo萩を頼って斗務め軸）をせんとアカシア＞タラ

樹十が努主上がっちゃあLl鋤んや。

乞〕ぞす快くi巧やしあく詔勅功的しく高畠ノと、じいさ付物さんた
ちと吏1ニ塙のて帝。l勘助）闇薙振動dLlくつもリセ阜ゝ臼）よう（ニして坊＼赤五
両翰沌砂）御、し、赤来の一宮助刺しみいの勧＼ら点封ズー、っちゃん擾幹政司

戦線幼君）得ずして勝川勘はせん。
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幕府畑こ
能書藷蕊籠蒜駕悲惣藷器
博雅l彪／に時配点やな日雇、十インヨプ糾そうだけ入間）雛，た．
“在′什ン、アンタが砂dもう魯鯵i）（拭う色んからな。

拷Llつつ打方は鳳雛〉支度を匠9割‾棚二しそかわ偉坊重み、弦歌幻）
で糾二払う峯モ姉御こrX、（申1（狂人とを家の中に宿縁堆．会この点C例のウ面子

で謁毛の小紙勃こぞる矛奪う敬老」‾Zやる、と祈るあ兼好筒つの白々、含まZl

伍長’っちゃuC甘つに点てたく掬）霊室剣士＿放してきてしま言に、とっくづく児
「亡。

（紅く、っちゃん塙”色刷こ解散十ilや、もっと簡紛洲生じ日的軸で

左乱発圧し‾冴一作目」と－言う。援ソレ砺二一月湿定、Ll、幻く任してし店主しい寸

座あせんセ喜ば均という訊二関しそ彼の観lつも働いていろし＿商務緋細／輸Z一

筋。囚人の血圧擁醸状態換って＝て－繰珪砂JZ－裡＿掩うし安否）来して年

寄（科名せん糾い桃と年寄覇目し勘（さし麻l。や偏向仰ことをやっ一Z毛ラ
ラ、という軟之あく京2㌧綻ばフうついいっ　で彩　る・る・　は上人1人をこっ乞ツタ嘆

に縁って一俵会の幽こスライド禎惹そやうつ軸メラ祷填旧）LZLlう。

私たち毛血圧勃起や指圧やイ推知酸い一生在英同繕一味をとなることなどヤシぐ

をこと鳳＼くらそそあさ。勧乞う1人1人がもっともっとじい玖佑あ的一座ウし窃知

り、小二ん私＼き、店長ら雪や低なしl毛．レストトトで閑別解規講履
していくことが、（粗∠iL7ちゃん暁卑し：施軽くしてしく二と掘。

雛卯崎Z矧いZいるは良一っ玩M）朝方傍極縁もらってろ忍こ采に。は長一

っちゃん郁補包！法稿試啓子，てし吃頃の胤、出勤こひにる憩うとキ†博樹二、7－（ゾと

経って鶴紗知－ほしくいっちゃん、佃か壌丸吉「根性の風やっちゃ、／後のみい型

壌」と鬼才に蝮を立てていろ畔。衣叶あはは、将来の賃愛したたって琢面別家宴も
宰うえてLlつ／祐倣虹もらえ3－とい萩連に善がの孫的記しalろのだ聴く生長白

っちゃんほを功しでヌ頭」こく診）だ。
“執こ牝イラクな。そんな㈲憲重たとこうへ来孜より＿一掬こ苦労するよう枚の

柵よっぽどええや和一伍IT一雄之も年上享も1、ろ人の享埼与でも奴）や臥、ガ、
いうZワシは言うんや」

動け雪中和親雑穀　細事な望ましぐっち専作れゞ宅．たら軒逆手勘
当他勘当息子の集団だけど、そこらへんてはく‘」と甚しくっちゃんに近い蒔。まった
く幽＼とは禾轍ものだ・細腰たち0瑠」訴「毛して（）かし、ほしくっちゃん
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し鞭の息才・1賦二二二で斗つ二と（萌し瑚I∴宴斗。つてのIよこんな奇想雫外の大筒

の結びつ引こよって旅生すうらの梯）だ私をぅと。

やって東上廿よ男よき壷＾一匹狼よ、二二二号了ナウを薬事とLaiう少だ。ス
‾パ‾マンは1人も口調＼。出合いこと革命への弟一歩。之はほしくっちゃんともど

もアナタ疲争って申ます。

籍、 ���� �∴∴∴ミニ∵ 　′一 　二一七 

言も： ��千∴ 蕊頚 録、、黒姦 ��高 騰 戚 ∴） 

「‾ミニミミ ∴∵ ∴11 1 日∴∴∴膏 ��i l 

） 澱二‾〝 十一‾‾‾‥二三∴∴∴ 心事甫 iili ��「∴十 日‾ �ミニ二 � � �二⊥ �I 

∵∴ －一 　ゼ！ ��L 　I 

－ �：「 �琴ク／ ��ヾ1ミ �、i÷一　芸 

◆　′ 

二一三三三空言三三亨－ ���� 

綾擢露語「 

（108）



中　老蜜。。。聾の生理と住車軸軋こフし、ヱ∴出

入によっZ佃へ羞雨30で・し、！郁いには言えばし、研、隙くの場雀で一つの側こ取れは‘、

〕4帥週距輔軌こ塙が足0両o LL－ぎうして一邁憶主∴90蛸の鍋肌Z、と

てモ∴㌘き申したLlO

ム子年）道場、来てかこ一書・軸謹啓に偲び込LZ来3別報患大幅しこ重点し亡とはし、え、誉

れ据え，Z樽福助も食掛。綻びつき自燕のふとこうに掲b＼れ3善しこきうそ、スし、b3邑

え、封じ盛、さして報遠鳴り、さすこ　れれ　轟闇轟　にも与謝掛こ抗うZ海綿　3よ

うに唇，亡。吉ことに華の哩盟とは、たくましくも呑馬券恩も〇十Tlsふ3o

具体軌二例を鳥目十・之説増す己と、合さZ牒一つの苅像を案外Z塙を走らせてし再三ぼくにフ

亡ぶ、芝の対優は亡やふく等i二人っ亡。週刊津をめく3と嫌で蕪フ、ねi亡のしげ后を

玲主よ馬虻　あげ乏し＼3し、干しどきっ什yU古布偉康とう屡カワイ子で守」が線を志，

てくさ。∴乏しZ衝を店け師事Dマ＞附しノヤ彊すもう博金のポスターから嵐堂々と

貼られ7113とilぅモぐみilZ、討3。

ひと毒の喜＝喧掛こあまへ行き±えすれば、憤、桜外ねえtpLが－Lz鳴こうしそ＝3

Lt‘と起し＼こ劃、臥lま、こせば配車。寅の士かl）も過ぎにこう、壷l）オ五一一ソクの

星の千、－⊥の多感軌ケ卓が輔奮亡忠臣を古くLZ　議もZ味i手∴紺）Zは誌与る、虫

の恥闇を、観ずきつブげ、馨を進一、フナi席亭を7㌦イボーイの檎雉は恥っ2113

ビううか。後（こI月度この王統用から光充逓2恩典d三3（彊‘とIlう

去勢見言霊耳へと、性よし之行く。

とし尿電卓がムウリ登場へ東Z垣）

事も、韮爵小豆げミニコミげか）、

干しtlではNHkの戎予報の訓は

：七三撃

やしと掛しリiこ序言しまつに、C、王

らlこここの転落ではZ名C浦舟をのき一・

舌中学を卒業し之からめ宿主をのみ

専憶彊扇時・蓮のバーミューダ
ー慈噴出と鬼ウ2日3あり王お

Z名の傾倒一打＼エビもミ才と辞し子2㌧∴÷

芝生を温帯ことウレフと長編Z電2、も

あ3。匿とlこしZ〕出し懐　ここぞの

出塁の　よ宝島苺　蕗屈Zみきが

Dうまさ目口あお事由と言った青が窃

亡→Zl）3。マ与太iこあZ夢　康

±しかし川。疎さしげ重富という｛
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もい3ビ3うが∴そLt‡人こそ一痔おとずれてもらしlmものであS。

と、Llう加でム用道軌こぼ刺瓢鉦。楠久島へ行けIJ一弘不妃だと匿えげ訓こぼ

からしヤo　対像か今までの同、珪一つの点か叛き尊属卵捕恥じめたの甘。

鞄しこ出北ブ（しこ・－アIじし商ぜ0勧鉦で、損じ購う。枕一握り。
この祝・あ摘まの基亡　と生らの敬が命しかるヤー。思し考考えが牽牽鵬の

Ll†－ろ把ずお。弄りL枕mL曾遊の舌で。兄上の言彗をか劃し振、私議卦

離活。D翁々（さ目へ行かね一拍StL＼d（ゴミシF・すえ討

とうして、ぼ、く鵬しこはC、かれ虹帥柱弓のオーけストう増さつれ之、蝦の

冒勺の申＜と、つ通計きしにきれて行くので冷′）ました。イヤー」向に＿。

Lm、これも恵篤・粕久評者一人の輔弼Z鴫の尋若欠点の初り鵜

補、2凄疎独身馬伯4～⊆名がオ軒の侶廣一こ一員。虹判3の凋細から、肥

か弱へつ三遷柄埼萌が帝萄し－。仮師は呑－）彊つく－しぼすねiLょしかこの壁

彊酢鵡講鴫補。抽／、出壇的さす畦、ハブ聴度羞iこ鞘iこ敏
亀で鶉を鞠さもの）こ偲び梱る討性栂の清翻る事iこよ。引き起こ工九3　誠d

撲え3と・思し圧ど舌ざる摺鉦。唖弧ニー上皇、旨への桑虹色きり
これは、向4坤潤、こと，Z一誌し一割Z当事あきが、怨の蒙の偲フZL南画と

も，とうまく綱CE。、もう一朝BL、芝二は食堂・綿、巌宣揚、三振く跳どき

高く航絵鴇とすき。掴宇美昌一こ茹しく一一、屋を哲押）す壇にようZi如っ遁

ブLlて節たし－鴎う。とう弓講にJぅ？・翁々ヤこれか；氷ブれ37i、赤子鯉身

稔帥補6＜、弼一二も・軸ねせ礼儀の曽措く両楽しめ3免をまつ垂へ、つ
患印2めくと思う。合まで宙涌か、モ

大壷と、一つ屋根のTで、釦、義」、賭

し、く￥を巳ね、王侯モ赤守し、托亡くし、

遍を蝕、ねむ3。∴‡LbiLiソ諒の中で意

iEきつzL－さく；しげム柑I）登載の魅巾の

‾つでl掘るが、生患車で吉　和ト，Yと

したi）、本を罷L鳥目）、負かの‡お7－－3物

を見7め塘謳83－んの痴宙も欲し。もの。

どうか、忠雄もここへ来て、枝幸2嶋へ行

雪、共iこ著しちと喜びを命璃ふう。

古の人も大歓迎。き，ととれもりの雪L訓

育が忠3ぱず。

功しもで名，ユLlます。

舗卓抜怠
／9792／0

金子
＿÷」二一・
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S’ �醒 �○○● 〇〇〇 ．享：． ．01oe eo o∴0 ．1，l �○ヽ′○ 古：・・． �Oo ●● ′l 

oo● ●○ � � 

（110）


